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目  的

免震用粘性ダンパーの開発 
D e v e l o p m e n t  o f  V i s c o u s  D a m p e r  f o r  S e i s m i c a l l y  I s o l a t e d  S t r u c t u r e
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免震構造では，一般的に，粘性系ダンパーは履

歴系ダンパーより加速度応答の低減や低レベル

入力での応答低減などの面で，効果が高いとさ

れている。そこで，免震構造の適用範囲の拡大

を目的として，機構が簡明な粘性ダンパーの開

発を行った。本報では粘性ダンパーの概要と動

的加力試験の結果について示す。また，粘性系

ダンパーと履歴系ダンパーの免震効果の違い

について検討した結果についても報告する。本

粘性ダンパーは粘性体（シリコンオイル）を用いたシリンダ型のダン

パーで，減衰力は速度のα乗に比例して発生する。ダンパーの仕様

は2種類で，αを0.3とし，減衰力の最大値を450kN（EAE-500）

と900kN（EAE-1000）としている。なお，本ダンパーは，(株)高環

境エンジニアリングと上海材料研究所が，免震材料として国土交通

大臣の認定を取得している（認定番号：MVBR-0330）。

各種動的加力試験を通じて，減衰力と速度の関係が設定した特性式

と対応すること，温度および繰り返し加振の影響が小さいことを確

認した。粘性系ダンパーと履歴系ダンパーの効果の比較では，仮想

免震建物の地震応答解析から，粘性ダンパーの比率が大きくなると，上部構造の最大加速度が小さくなり，低

レベル入力に対する免震効果も大きくなることを確認した。

＊1 (株)高環境エンジニアリング
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クリアランスレベル以下にするための低放射化設計法に関する技術開発
－低放射化コンクリート概要－

Low-Activation Reinforced Concrete Design Methodology    -Fundamental Investigation for various Types of Low-Activation Concrete-
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代表的な低放射化コンクリート

ダンパー取付状況

　減衰力－速度関係（特性式）

減衰力－変位関係（EAE-500試験結果）

粘性ダンパー断面模式図

ダンパー外観（EAE-1000）
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コンクリートは，周知のごとく安価で形状の自由度の大きさ等から広く様々な建造物に利用されている。原

子炉等の原子力・放射線利用施設においても，その健全性（建物としての構造だけでなく放射線遮蔽も含め

て）を担保するものとして，上述したコンクリートの利点により，多くの部位で大量に使われている。しかしな

がら，放射線を遮蔽することによりコンクリート自体が放射能を帯びてしまう（放射化）ことにより，利用に当

たっての放射線被爆と放射性廃棄物等の深刻な問題点が生じている。筆者らはこの問題に対して様々な角

度から検討を行い，放射化しにくい「低放射化コンクリート」の開発・提案を行ってきた。本稿ではそのうち，

低放射化コンクリートに関しての概略を述べている。

50種類以上におよぶ材料の調査から，骨材として電融アルミナ，珪石，石灰石を，セメントとしてハイアルミ

ナセメント及び白色セメントを低放射化材料として選定した。その上で，供給能力なども加味して表に示すよ

うな6種類の代表的な低放射化コンクリートを提案した。これらの低放射化コンクリートを開発試作し，コン

クリートとしても性能の試験や放射化分析を行った。その結果，図に示すように放射化の指標であるΣD/C

でも予想通りの性能を確認できた。　
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試作した低放射化コンクリートのΣD/C




